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日に日に寒さも厳しくなり、早いもので今年も残り1か月となりました。

年末は何かと慌ただしくなりますが、子どもたちと一緒に大掃除をしたり、

お正月やおせち料理の準備をしたりと、昔から残る風習を伝える良い機会です！

行事食を通して、食への興味も深まるかもしれませんね。

そばは他の麺類と比べて切れやすい事から

「今年一年の厄を断ち切る」という意味で、

江戸時代から大晦日の夜に食べる風習が生まれ

ました。また、昔からそばは体によいものとさ

れ、新しい年を健康で迎えられるように願った

そうです。

さらには、細く長い見た目から長寿への願いや、

その昔、金を細工する職人が散らばった金を集

めるのにそば粉を丸めたものを使ったことから

金運が良くなるように、といった願掛けもあっ

たようですよ。

大晦日の年越しそば

「かぜ」をひくのはどうして？
かぜは、ウイルスや細菌が、鼻やのどなどに入って炎症を起こすさまざまな症状の総称です。感

染症のひとつなので、かぜをひいている人からもうつります。

日頃から手洗いやうがいを行い十分な睡眠と栄養をとって、かぜをひかないようにしましょう。


